
Mission Milestone
ミッションスケジュール再設定により、次の月周回衛星ミッションM2.5は最速2027年、

月面着陸ミッションM3は2028年に。M4以降の「量産化フェーズ」で開発費逓減と更なる売上成長により、
各ミッションの黒字拡大を目指す​方針は変わらず

（実施完了）
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(1) JAXAによる宇宙戦略基金（Space Strategy Fund）第1期を指す

(2) JAXAによる宇宙戦略基金（Space Strategy Fund）第2期を指す

(3) 本米国ミッションは当社がTeam Draperの一員としてNASAのCLPSタスクオーダーCP-12に採択されているミッ
ションであり、新スケジュールの下でのCP-12実行に関してはNASAからの正式な承認待ちとなります
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